
令和７年度 幸手市立小・中学校評価結果 

１ 学校評価の目的 

⑴ 児童生徒の状況、教育課程の実施状況、学校運営の進め方などについて評価を実施し、学校 

運営の改善や教育活動の充実を図る。 

⑵ 評価結果を検討・公表し、信頼と期待に応える開かれた学校づくりを推進する。 

 

２ 実施時期（学校評価回収期間） 

令和７年１２月８日（月）～１２月１２日（金） 

 

３ 実施主体 

小学校、中学校 

 

４ 評価者 

全教職員、全児童、全生徒、全保護者 

 

５ 実施方法 

市内で統一した用紙またはタブレット等で実施 

 

６ 評価項目 

学習（No.１～４）、道徳・規律ある態度（No.５～７）、体力（No.８）、教育相談（No.９）、家

庭学習（No.10）、言語環境（No.11）、環境整備（No.12～14）、安全指導（No.15～16） 

 

７ 分析 

市内小学校９校、中学校３校について、校種別に集計した結果から、分析したものは以下のと

おりです。 

⑴  小学校について 

 肯定的（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）

が、児童・保護者・教師とも８０％を超えた項目 

１つでも８０％を超え

なかった項目 

８０％を超え

なかった項目 

 

 

 

質 

 

 

問 

 

 

内 

 

 

容 

【学習】 

№１（分かる授業） 

№３（よさを伸ばす指導） 

【道徳】 

№５（人間関係づくり） 

№６（きまりを守る） 

【体力】 

№８（体力向上への取組） 

【教育相談】 

№９（教育相談体制） 

【言語環境】 

№11（ていねいな言葉づかい） 

【環境整備】 

№12（環境整備の取組） 

№13（教室環境） 

【安全指導】 

№15（校舎内外の安全指導） 

№16（安全な登下校） 

【学習】 

№２（話の仕方、聞き方の指導） 

※保護者のみ 

№４（ICT 活用）

※保護者のみ 

【道徳】 

№７（あいさつ） 

※保護者のみ  

【家庭学習】 

№10（家庭学習） 

※児童・保護者 

【校舎内の環境整備】 

№14（学ぶ環境の整備）  

※教師のみ 

なし 



⑵  中学校について 

 肯定的（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）

が、生徒・保護者・教師とも８０％を超えた項目 

１つでも８０％を超

えなかった項目 

どれも８０％を超

えなかった項目 

 

 

 

質 

 

 

問 

 

 

内 

 

 

容 

【学習】 

№１（分かる授業） 

№３（よさを伸ばす指導） 

【道徳】 

№５（人間関係づくり） 

№６（きまりを守る） 

№７（あいさつ） 

【体力】 

なし 

【教育相談】 

№９（教育相談体制） 

【言語環境】 

№11（ていねいな言葉づかい） 

【環境整備】 

№12（環境整備の取組） 

№13（教室環境） 

【安全指導】 

№15（校舎内外の安全指導）  

 

【学習】 

№２（話の仕方、聞き方の指導） 

※生徒・保護者 

№４（ICT活用）

※保護者 

【体力】 

№８（体力向上への取組）  

※生徒のみ 

【家庭学習】 

№10（家庭学習） 

※保護者、生徒 

【校舎内の環境整備】 

№14（学ぶ環境の整備）  

※教員のみ 

【安全指導】 

№16（安全な登下校） 

※教員のみ 

 

なし 

 

８ 成果と課題 

【昨年度との比較】 

≪小学校≫（R6→R7：11項目→11項目で変動なし） 

R6  １１項目で児童・保護者・教員とも８０%以上 

    ※№４（ICT活用）、№７（あいさつ）、№８（体力）、№10（家庭学習）が８０％以下 

   R7 １１項目で児童・保護者・教員とも８０％以上 

    ※№２（話の仕方、聞き方の指導）、№４（ICT活用）、№７（あいさつ）、№10（家庭学習） 

が８０％以下 

○「分かる授業」は、今年度も引き続き教師、保護者、児童ともに９０％を超える数値を維持し、

各学校における「分かる授業」を目指した授業改善の取組が浸透してきていると考えられる。 

○「体力」は、昨年度から約４％近く増加し８０％を超える数値となるなど、児童の体力向上へ

前向きな意識の高まりが見られる。 

▲昨年度同様、「ICT活用」は保護者、「体力」「家庭学習」は児童が引き続き８０％を下回ってい

る。また、「学ぶ環境の整備」も昨年度同様、教師が８０％を下回る状況となり、新たな課題と

なっている。引き続き組織的な取組を継続していく必要がある。 

 

≪中学校≫（R6→R7：９項目→10項目で１項目増） 

   R6 ９項目で生徒・保護者・教師とも８０％以上 

    ※№２（話の仕方、聞き方の指導）、№４（ICT活用）、№８（体力向上への取組）、№９（教 

育相談体制）、№10（家庭学習の取組）、№14（学ぶ環境の整備）№16（安全な登下校） 

が８０％以下 

   R7 10項目で生徒・保護者・教師とも８０％以上 

    ※№２（話の仕方、聞き方の指導）、№４（ICT活用）、№８（体力向上への取組）、№10 

（家庭学習の取組）、№14（学ぶ環境の整備）№16（安全な登下校）が８０％以下 



○「分かる授業」は、保護者が約３％、生徒が約５％増加した。小学校同様、各学校における「分

かる授業」を目指した授業改善の取組が浸透してきていると考えられる。 

○「ICT 活用」は教師が約５％、保護者が約４％、生徒が約１０％増加した。これまで本市が重

点的に取り組んできたデジタル・シティズンシップ教育の取組やPBL の取組などにより、教師

も生徒もタブレット端末を“当たり前”に活用する授業が増えてきた成果であると考えられる。 

▲家庭学習については、教師と保護者、生徒の間に大きな開きが見られ、昨年度に引き続き大き

な課題である。教師と保護者及び生徒の間の意識の差が大きいことから、家庭学習の在り方や

取り組み方を含め、組織的、計画的に取り組む必要がある。 

 

９ 教育委員会の主な取組 

【 学習について 】 

・学力向上推進協議会の開催   ・ＧＩＧＡスクール構想推進委員会 

・幸手・桜の学びセミナーの実施   ・幸手市統一学力調査の実施と活用 

・さってアフタースクール事業   ・英検取得支援事業 

・教職員年次研修会（幸手市独自 初任者・２・３・５・10・20年次･臨時的任用等） 

・幸手市パワーアップシート・確認テストの作成及び実施 

・学力向上パワーアッププランに係る学校訪問の実施 

・「令和の幸手スタンダード授業５」を活用した授業の実施  

・幸手・学びのススメ10か条（３＋７）の配布及び活用 

・家庭学習宣言リーフレットの活用   ・市教育委員会委嘱 研究発表会 

・幸手市「スマートフォン」わたしたちの行動宣言のリーフレットの配布 

・プレゼンテーション講座やアンバサダー講座の実施    ・PBL教育の推進 

・デジタル・シティズンシップ教育の推進   ・ＩＣＴ教育専門員及びＩＣＴ支援員の活用 

・リーディングＤＸ事業の推進 

【 道徳について 】 

・道徳教育推進協議会議の開催 

（あいさつ標語・ありがとう作文、あいさつポスターの募集含む） 

・「道徳のまち さって」、「道徳のまち さってⅡ」及びハンドブックの活用 

・「道徳のまち さって 児童生徒作品集・学校の取組事例集」の作成と活用 

・埼玉県道徳教育研究推進モデル校（さくら小・幸手中）への支援 

・市教育委員会委嘱 研究発表会 

 【 教育相談について 】 

  ・いじめ問題対策連絡協議会の開催   ・いじめ防止強化期間の実施 

  ・教育相談連絡会の開催   ・月例長期欠席児童・生徒調査の実施と活用 

  ・心すこやか支援室の設置  ・不登校児童生徒保護者を対象とした相談会の実施 

【 体力について 】 

・体力向上推進委員会の開催     ・小学校ロードレース大会の開催 

・新体力テストの結果分析と活用の推進   ・市教育委員会委嘱 研究発表会 

・部活動の地域展開に向けた指導者の配置 

【 安全・環境について 】 

・スクールガード・リーダー連絡会及び研修会の実施 ・学校運営協議会の実施 

・通学路交通安全プログラムに基づいた児童・生徒の安全確保 

・１１０番の家の設置の充実 


